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新刊紹介
R. T. アベリット著 外山広司訳
『中核企業一経済発展の新しい主体ー』
ー
本書は， R.T. アベリットの原著 "TheDual Economy-The Dynamics of Ameri-
can Industry Structure—" (New York W. W."Norton & Co叩 any.Inc, 1968, As, 
pp.xi+208,. $ 6.00)の邦訳版である。 原題を忠実に寵訳すれば，「二重構造（経済）
ーアメリカ産業構造の動態ー」ということになり，より一層経済学的なものになったで
あろうが，その内容の主たるものの一つが，「中核企業」 (Centerfirm)におかれてお
り，それを中心にアメリカ産業構造における二重経済についての論議が展開されているの
で，「中核企業」という題のもとに邦訳書が上梓されたものと解せられる。このことは，
「世界経済時代の新しい主体“中核企業”の全貌を解明/」という邦訳書にたいするキャ
ッチ・フレーズからみてもうなずけるであろう。
ところで，原著者にたいする簡単な紹介をすれば， R.T. アベリット (Robert.T. 
Averitt)は現在，スミス・カレッジ (SmithCollege)経済学部の准教授 (Associate
Professor)であり，アメリカ中小企業庁のコンサルタント (Consultantof The Small 
Busini,!ss Administration)をもつとめてきたという経歴の持主である。
それでは，まず，本書の構成についてみてみよう。目次にしたがえば，それは以下のと
おりである。
まえがき
1 産業概念の新機軸
2 二つの企業体制
3 アメリカ産業体制の技術的構造
4 中核企業と周辺企業
5 周辺企業の経済学
6 中核企業の経済学
7 二重構造経済下の労働組合
8 産業組織としての政府
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9 政府，中核企業，完全雇用
10要約
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訳者あとがき
さて，本書において著者が強調して意図するところは，アメリカ産業構造の研究が向か
わなければならないところの新しい方向を示すことであり，とくに完全雇用を伴った経済
成長という長期的問題をとりあげるためには， 新しい構造的ミクロ経済学 (Structural
microeconomics)の必要性ということである。 ここにいわれるミクロ経済学とは， ワシ
リー ・W.レオンチェフ (Wa~sily W. Leontief)の投入ー産出研究で開拓された流れに
沿ったものである。
すなわち，アベリットは長期的観点に立って，現実に則したミクロ経済学の理論を開拓
し，それを築き上げようとしているのである。アベリットによれば，短期的鍋点に立脚し
たところの伝統的ミクロ経済学では，たとえば，太規模企業の出現とその影響力，また，
小規模企業が合併，破産のプロセスを通じて消滅して行くという現象などについての説明
ができない，という理由などから，それは，もう「時代遅れ」（まえがき ii)と批判され
るのである。
このように，本書のはしがきを一べつしただけでも，いかにアベリットの主張しようと
'するところのものが画期的であり，意欲的であるかがうかがわれる。
もちろん，それだけに数多くの経済学者のなかからは，替同者と同時に，批判的態度を
示すものもあらわれてくるであろう。
そこで，本紹介においては，このようなアペリットの理論がどのように展開されている
かということをできるだけ重点的に素描することにしてみた。・したがって，本書にたいす
る何らかのコメントなどはいずれ改めてなされねばならないであろうということをあらか
じめここにことわっておく次第である。
2 
まずアベリットは本書において展開されるところの議論の対象である重要な概念を三つ
に分けて，それらを 1~のなかで基礎づけている。
すなわち，それは，中核企業 (Centerfirm)と周辺企業 (Peripheryfirm)について
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であり，その2は，経済分析の要素として企業の生産技術様式を導入したこと，そして，
その3は，基幹産業 (Keyindustry)という概念である。
以上の三つの概念のなかでも，もっとも重要な概念は，第1の中核企業と周辺企業の区
別であり，これこそが，アメリカ経済の「二重構造」を形成しているものである。アベリ
ットによれば， この二つの企業概念は，「経済規模，組織構造，産業の立地条件，生産要
素の取得条件，長期の視野，市場集中度などの面で異なっている。」 (3ペー ジ）そして，
ここにいわゆる中核企業とは巨大ないしは大企業を意味し，周辺企業とはいわゆるスモー
ル・ビジネスを意味し，それはまた「一つの中核企業ないし一群の中核企業の経済面での
衛星 (Satellite)かも知れない。」 (4ページ）ということになる。
またアベリットは，基幹産業と中核企業との混同をいましめているが，それは根本的に
は，「産業」 (industry)と「企業」 (firm)の区別の問題についてである。
以上の三つの基礎概念を機軸に， 2においては，「アメリカ産業構造の原動力，＇その成
長，技術的仕組，企業組織などの研究にあたり， まずアメリカの経済発展の簡単な歴史
と，企業の形態変化を強調しながら」 (6ページ）論ぜられている。
アベリットは組織における発展を4段階に分けているが，それは，企業組織の側では，9
1. 所有者兼経営者の時代（前期資本主義的経営形態）→ 2. 所有者兼企業家と労働者の分
離（資本家階級出現の時代）→ 3. 株式会社形態（現代的大衆資本の時代）→ 4. 企業にお
ける複合的多角化の時代（いわゆるコングロマリットの出現）という区分になり， 「いま
や主要会社では，第四の発展段階に入りつつある。」 (8ページ）というのである。
一方，企業組織の発展とともに，生産技術の側においても， 1. 個別生産および小バッ
チ生産→2. 大バッチ生産→3. プロセス生産へと発展しており，現在，産業界ではプロ
セス生産の方向に向かっているといわれるのである。
しかしながら，このような発展的傾向のなかにあって，「個別生産および小バッチ生産
がいまだ大きな力をふるっている小規模経済においては，一般に生産労働が昔のままの地
位を保持している。」 (10ページ）ので，このような意味においても，「現代のアメリカの
資本主義は，二つのはっきり区別できる企業体制を合成したもの (10ページ）と考えるこ
とができるであろう。すなわち，「規模が大きく，強い影響力をもった企業から成ってい
る」 (10ページ）新しい経済ー「中核」 (thecenter)と，比較的小規模な企業が存立して
いる「周辺」 (theperiphery)の区別である。
アベリットによれば，「国家に産業面での実力 (industrialmight)を与えているのは，
中核企業である」 (11ペー ジ）が， それは，社会的便益について非常に大きい役割を果た
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しているということにたいする評価であって，アベリット自身ものべているように，それ
は「大企業を守ることでも非難することでもない」 (32ページ）のである。そこで，続く
3はこのような中核経済の性格への理解を深めるためにあてられている。したがって，そ
こでは，経済学者のいうところの「企業」（一般論）とアメリカの製造業に現に存在して
いる生産の技術体系（特殊具体的現象）との間の隔たりを埋めることが目標となっている
といえよう。
?
アベリットは本書の1~3において，現代アメリカ産業の発展をになっている二つの企
業体制ないしは二重構造として「中核」と「周辺」とを区分して，その特徴などについて
論ずるにあたっての基礎的ないしは予備的考察をおしすすめているが，これに続く 4~7
においては，これらの概念をそれぞれの側から詳細にかつ具体的に論議を展開している。
まず， 4においては，技術構造の成長と業績がいかにして決定されるかということを検
討するために，アメリカにおける企業組織を理解することからはじめられている。なお，
ここに注目すべきことは，アベリットが企業組織を人間の神経体系になぞらえているとい
うことである。（中核経済＝中心ないし脳脊髄体系， 周辺経済＝周辺神経体系， そして社
会的間接資本＝自動的神経体系）
さて，本章の重要な目標は，アメリカの企業組織の特異なパターンの検討ということで
あるが，「そこにはアメリカの企業組織が大規模の中核経済と小規模の周辺複合体とに分
けられることも含まれている。」 (71ページ）そしてそれはまず，基幹製造業で活躍してい
る中核企業について関説することからはじめられている。ここで注意しなければならない
ことは，中核企業と基幹産業の関係であり， アベリットによれば，「いくつかの中核企業
は，一つの基幹産業の全体より大規模になっているようにみえる。」 (80ページ）というこ
とである。
また，中核経済における新しい企業の種属として複合企業の出現を，その実態的側面か
ら論じている。続いて，中核企業が国際経済においてもその基盤を広げていることについ
ても論及されている。
一方，このような中核企業における一層の発展ぶりにひきかえ，周辺企業については，
「中核企業とどのような関連をもつかによって，衛星企業，専業企業，端物専門企業の三
つに分類」 (87ページ）されている。
要するに，アベリットは，技術的生産構造， 基幹産業， 中核経済， 周辺経済が互いに
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からみあって，ダイナミックでたえまない発展を促しているありさまを克明に分析してい
るのである。そして，このような現象にアプローチするための新しい有効なミクロ経済学
は，「まず周辺企業と中核企業とをはっきりと厳格に区別することではじめ，両者の異な
る点を強調していかねばならない。」「109ページ）と力説するのである。
そこで，続く 5においては，「周辺企業の経済学」が，そして， 6においては，「中核企
業の経済学」が，それぞれ詳細に論じられるのである。
さて，すでにみてきたように，アベリットの区分による周辺企業とはいわゆるスモール
・ビジネスのことであり，中核企業とはビッグ・ビジネスないしはコン，グロマリットのこ
とであるが，アベリットは現在の産業組織論，すなわち企業理論では，前者の方について
説明できても，後者についてはそれが不可能であると批判的である。なぜならば，それ
は， 1. 特定ないしはその代替品についてのみ通用するところの製品理論でしかありえな
．い洟型的には，小規模で重要性も少ない周辺経済の企業にのみ通用し，大規模で多角化
している企業ー中核企業には適用できない）し，また， 2. 短期にしか適用できず，技術
進歩や生産性向上を扱えないからである。要するに，アベリットは，「周辺企業は，小規模
であり，可能性が限られているという特性をもつ。逆に中核経済は，大規模と無限の可能
性とをあわせもつ企業から成っている。」 (121ページ）というのである。換言すれば，いわ
ゆる「収獲逓減の法則」の影響を受けるのは周辺企業の方であり，中核企業にとっては，
単にそれは「一連の潜在的な陵路でしかない。」 (149ページ）ということになるが， ァぺ
リヅトは，「U字型原価曲線をL字型曲線に変えることこそ， 中核経営者の負うべき責任
＇になるのである。」 (149ページ）と強調している。 このような意味において， 5および6
は，本書においてもっとも重要な章であるといえよう。
ところで，二重構造経済での下における労働組合はどのようなものであろうか。アベリ
ットは，「産業があるところには労働があり，産業労働者がいるところでは労働組合が見
出される。」 (178ページ）というところから， アメリカにおける労働問題などについてア
プローチするための不可欠な条件として，労働組合について，そのタイプ，特徴について
分析の手をのばし，ことに，労働組合と中核経済について，あるいは中核企業の労働の将
来について1のなかで論及している。
?
さて，経済活動における国家ないしは政府の地位・役割について，アベリットも．これ
を重視しているが，まず，それは，政府の経済的目標をみることからはじめられている。
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すなわち，政府の経済的目標とは 1. 適切な資源配分と経済能率というミクロの目標，
2. 完全雇用の維持というマクロの目標，そして， 3. 経済成長という長期的な目標であ
る。「アメリカ政府はこの三つの目標を達成するうえで重要な役割を果たしている。」 (213
ページ）が，このような政府の経済的活動についてアベリットは，政府がいくつかの重要
な点で，大企業に類似していることに注目し，政府を一つの産業組織とみたてて， 8のな
かで，これを大企業，ことに中核企業と比較しつつ論及している。
ーこのようにして，アベリッートは，政府と中核企業がアメリカ経済活動のなかで果たして
いる重要な役割，およびその影響力などについて， 9の箇所においてのべている。
ここにおいて強調されていることは，大不況以来，政府の重要な経済機能は，経済の安
定を図ることであるが，それはインフレーションを伴わないところの完全雇用の達成につ
らなり，「中核経済が完全雇用を達成するための政府の協力者であるとすると， このこと
は反トラストについてどのような意味をもつことになるだろうか。」(242ページ）というこ
と，ずなわち，企業の規制はいかにあるべきかということである。アベリットによれば，
それは，完全雇用の経済を永続させるための賢明な金融財政政策と同時に統制の強化とい
うことである。これを要する］こ，中核経済は完全雇用とそれに伴う経済成長というマクロ
目標を達成するうえで恵まれた産業構造を提供する」 (252ページ）が，一方，政府の側と
しても，「中核企業が社会的な利益に関心を払うような企業行動の）レールを設定すべきで
ある。」 (253ページ）というのが，アベリットの強調するところである。
?
以上，アベリットの本書における議論は一貫して，いわば，二重構造が経済政策にどの
ような意義をもつのか，ということを中心として展開されているのであるが，そのしめく
くりとして， 10において，アベリットは，こうした示唆やそれを裏づける議論を要約して
いる。
この章におけるアベリットの検討は，三つに分けられるが，それは， 1. 消費者による
資源配分と経済能率という伝統的なミクロ経済学の目標についてであり， 2. かなりの価
格安定を伴った完全雇用というマクロ経済学の目標についてであり，そして， 3. 完全雇
用を伴いながらの経済成長という長期目標についてである。
ここでまずアベリットは，独占について，「ミクロ理論では，独占は能率を妨げるとい
うことになっている」 (261ページ）が，•このことは， 「規模の経済を無視すれば原則的に
は正しい。」 (262ページ）しかしながら，実際的には，「独占による能率の犠牲はとるに足
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らないほど小さい。」 (262ページ），「中核企業とその組合が独占を続けていっても，今の
ところ大きな問題にはならないだろう。」 (262ページ）とのべている。
すなわち，アベリッ．卜は，失業による経済的損失の方を重視し，この方が，独占による
ものと異なって重大であるというのである。
そこで，完全雇用を維持するにあたっての重要な問題は，完全雇用での供給の隣路を打
破することにあるのである。アベリットは，このような現象は，熟練労働と一次金属にっ
いてみられるということから，政府の対策としては，熟練労働に関しては，民間企業の職
場内でも行なわれてきているところの熟練労働者育成にたいする努力を補足すること，そ
して，第一次金属に関しては，基礎的農産物計画と同様に政府金属計画の採用をあげてい
る。このように，遅れた周辺経済の部門について，政府が中核経済的役割を果たすことに
よって，これを助長せねばならないことを強調しているのである。
また，完全雇用を伴った経済成長にあたってのもっとも重大な要素として，アベリット
は技術進歩をあげているが，技術の改善などについての開発的研究は，中核企業の側より
も周辺企業であるスモール・ビジネスの側の方がその貢献するところが大きいということ
に注目し，政府のスモール・ビジネスにたいする積極的資金援助を勧告している。
このようにして，アベリットは，アメリカ経済の永遠の繁栄のためには政府の役割が重
大であるとして，経済計画を強調しているが，結局のところ，それはアベリットが「公共
の利益」を重視しているからであり， そのための政府の統制や企業規制は「道徳的説得
カ」 (moral・suasion)ということであり，アベリットは，「アメリカ企業の中核は今後と
も経済福祉を最大にしていけるだろうが， これは政府の支援あってのことである。」 (276
ページ）という章句でもって本書を結んでいる。
6 
以上，アベリットの「アメリカ産業構造の二重経済論」を邦訳が上梓されたのを機会
に，その外貌を重要とおもわれる章句を引用しつつ素描して紹介してきたが，本章の特徴
をーロにしていえば，それは現実に即したところの新しい「ミクロ構造のニュー・エコノ
ミックス」の理論ということである。また，訳者の「あとがき」においてものべられてい
るように，本書は，「今後の日本の産業構造，中小企業問題を考えでいくうえでも， 非常
ーに示唆に富んでいるといえよう。」(295ペー ジ）
なお，アベリットの原文そのものも非常に理解しやすい文章であるが，邦訳書は，訳者
の努力がうかがわれて，一層明解なものとなっている。訳者，外山広司氏は現在，近代資
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本主義研究会勤務で，当会毎月発行の「新刊紹介」で洋書の紹介を担当されている。
ところで，訳書の題名は『中核企業』となっているが，本書を熟読することによって，
そこにはスモール・ビジネスの今後の存続性についても積極的に論じられており，ことに
われわれとしてはこの点について一層の関心をもたねばならないであろう。このことは，
アベリットがかってアメリカ中小企業庁のコンサルタントであったということからもうな
づけるであろう。 ' ' 
最後に，書評としてはつぎのものがあるということをついでながら付記しておこう。
C, S, Pyun, "The Dual Economy ; The Dynamics of American Industry Struc-
ture, by Averitt", —The Southern Economic Journal, 1969. 1. Vol, xxxv, no. 3, 
pp. 277-278. 
（ダイヤモンド社，昭和44年6月刊， B6判， x+296ペー ジ， 680円）
ー田中充一
W ・アーサー・ルイス著
石崎昭彦・森 恒夫・馬場宏二訳
『世界経済論—両大戦間期の分析ー一』
両大戦間の研究は，経済史と現代経済政策論の重要な接点として，あらゆる方面から，
注目を集めつつある。こうした時期に，かかるすぐれた入門書が広く日本の読者に提供さ
れたことは，まことに喜ばしい。とはいえ，本原書は， 1944年から 1947年度のL.S:E.
での講義をもとにして， すでに1949年という「人類史において最も悲惨で， 最も刺激的
で，かつ最も創造的な時期」 (9ペー ジ）から， 10年とたっていない時期年に出版された
ものであって，第2次大戦後の世界経済にもつ意味を探ろうとする点に本書の第1の目的
があったことは疑いえない。つまり，両大戦間の成長と衰退の過程を研究し，そこから教
訓を引き出そうとすることにあった。そして著者は，生起した事柄にあまりにも接近して
いるので問題の理解が困難だ，としながらも，それは見事な手法で整理され，大きな理論
的枠組みをさえ提示しているのである。
両大戦間を， 大きく特徴づけるものとして， 混乱と実験の時代だと定義する。混乱と
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